平成２４年度第２回宗像市男女共同参画推進センター運営委員会会議録（要点筆記）
日 時  平成２５年２月１９日（火）１９時００分～
場 所  メイトム宗像　１０３会議室
運営委員会委員

	□　吉村　信明委員
	■　高木　里美委員
	■　長田　博幸委員
	■　眞嶋　洋子委員

	■　井上　透委員
	■　吉積　明子委員
	■　石橋　全委員
	■　谷山　喜代子委員


議事
３　報告及び協議事項
（１）平成２４年度事業進捗状況報告について
　　　事務局から説明する。
（添付資料：平成２４年度事業報告書）

副会長　：２４年度の事業進捗状況について質問等はありませんか。

委員  　：報告を聞いて、すごく頑張っていると思いました。地域で行う講座は、地域への啓発として効果的だと思います。
委員　　：地域に対して、どのような働きかけをしていますか。
事務局　：市では、ＰＴＡ役員やコミュニティ運営協議会事務局員等を対象に、家庭教育学級説明会を開催しています。その説明会にセンター職員が出向き、共催講座の実施方法等について説明や案内をしています。また、コミュニティ運営協議会には、女性役員の登用依頼も兼ねて訪問し共催講座を紹介するなどの働きかけをしています。
委員　　：市役所では、なんでも相談や心配ごと相談、こころと生き方の相談などいろんな相談事業を実施されていますね。連携が必要だと思いますが、連携はしていますか。
　事務局　：DVに関する相談があれば、こころと生き方の相談に繋ぐなど、お互いに連携を図っています。
委員　　：共催講座の実施にあたっては、どのような役割分担をしていますか。
事務局　：メイトムで実施する場合は、市が講師依頼や会場準備などを行い、共催相手には人集めをお願いしています。
委員　　：講座の内容についてはどのようにされていますか。

事務局　：男女共同参画の趣旨にあったものを実施しています。

委員　　：葬儀事情の講座に参加しましたが、消費生活センターの内容かなと感じました。

　　　　　終活講座に参加した時は、自分の人生をどう考え、締めくくるのかを考えさせられました。今後、講座を開催する時は内容などについて検討していただきたいと思います。
事務局　：少しでも男女の視点を意識した講座を実施すると啓発になると考えています。
　委員　　：他の講座でも男女の視点なのかなと思う内容がありますので、内容の検討をしていただき

たいと思います。もちろん参加者を募るのに、硬い講座ばかりではなかなか参加しないと思いますので、市民の方が関心のある内容も大事だと思います。

　委員　　：相談事業でも、内容がかぶるものもあります。
　副会長　：相談も専門があるので、お互い（相談員）の関係を壊さないように内容を踏まえて専門の方にお願いしています。又、講座を実施するにあたっても、事前に準備や打ち合わせをしていると思いますが、講師の方によっては資料など準備が遅くなり内容が直前までわからない事もあります。最初に趣旨をきちんと伝えていれば、大丈夫だと思います。
事務局　：以前は国からも男女共同参画を啓発するために、すごく硬い講座を要請していましたが、第３次計画の中に、心が落ちつけるような場所という内容が掲載されています。硬い講座ばかりではなく心が落ち着けるような内容も考えて行きたいと思います。
委員　　：就業相談の件数が少ないのは、皆さんが資格取得講座に参加しているからではないですか。
事務局　：資格取得講座は、資格を取得し就労に繋げるための講座なので参加が多いです。しかし、就業相談は、再就職に向けての心構えなどをアドバイスするものであり、就職のあっせんは行っていません。そのため相談件数が少ないのではないかと考えています。
委員　  ：毎年開催している講座でも受講者が多いのは、募集にあたって何か工夫をしているのですか。
事務局　：各地区の広報紙に掲載を依頼する、保育園・幼稚園に案内チラシを配布するなどの工夫をしています。また、１５日号の市報で、男女共同参画に関する記事を掲載する中で、記事に関連した講座の案内をするなどのアピールもしています。
委員　　：回覧板はすごく良い方法だと思いますが、自治会に加入していない世帯も多いようです。マンション入り口への掲示やチラシを配布する方法もあると思います。
事務局　：お店や駅などにポスターの掲示等は行っています。
委員　　：センターには、何人の職員がいるのですか。
　事務局　：全員で５人です。
委員　　：５人でこれだけの講座を開催しているのですか。
事務局　：実質４人で実施しています。
委員　　：DVには身体的DV、精神的DVなどがありますが、現実に叩かれる事などはありますか。
副会長　：もちろんあります。夫から命を奪われてしまう方が、年間１００人近くいます。先日も事件がありましたが、周りの方が被害者になる場合もあります。１０人に１人は身体に危険を感じています。
委員　　：DVは犯罪ですよね。

委員　　：最近は警察もDV・ストーカー行為に関して積極的に動いてくれるようになりました。

委員　　：DV・ストーカー行為は刑事事件ですよね。
委員　　：ストーカー行為は外から暴言を吐いただけでは逮捕は難しいようですが、家の中に一歩入ってきたりすると警察もすぐに介入できるようです。

委員　　：女性に暴力を振るうなど、根っこは幼児期からの育ちにあるのではないかと思います。子どもの教育が大事なのだと思います。暴力を根絶するには家庭教育の問題にも繋がってくるのではないでしょうか。

事務局　：確かに家庭環境も影響していると思います。

●平成２５年度講座実施計画（案）について
事務局から説明する。
（添付資料：平成２５年度講座実施計画表（案））

  委員　　：色彩検定はどのような内容ですか。講座回数の７回は毎日ですか。
　事務局　：週に１回実施し、７回連続の講座です。色彩検定は文部科学省後援の資格で、色に関する知識や技能を学ぶことで、色のスペシャリストとして多彩な分野で活躍できます。講座終了後に検定試験を受けてもらい、資格取得後は、ファッションやインテリア業界などで役立ちます。
　委員　　：回数が２回とある講座は連続講座ですか。

　事務局　：講師との打ち合わせにもよりますが、内容によっては、２回とも受講していただく場合と、１回のみの受講を認める場合もあります。
　委員　　：２４年度は、視察や職員研修（新人研修・管理職研修）を開催していましたが、来年度は開催しないのですか。

　事務局　：２５年度はセンター事業については市民活動団体に協働委託します。研修は、男女共同参画推進課の事業なので掲載していません。
　委員　　：団体が実施する講座と市が行う研修があるという事ですね。

　事務局　：はい。

　委員　　：来年度は平日３人体制で大丈夫ですか。

　事務局　：不安もありますが、講座など開催してみて皆さんから意見をいただきたいと思っています。　
 （２）平成２５年度男女共同参画推進センター運営のあり方について

　　　事務局から説明する。

（添付資料：平成２５年度以降の男女共同参画推進センターの運営について）

委員　　：市から業務委託するということですね。
事務局　：はい。４月からセンター運営をお願いします。
委員　　：センターの運営は今までと変わらないですか。

事務局　：はい、変わりません。センター事業の実施主体が市民活動団体の「男女共同参画ゆいネット宗像」になります。
委員　　：男女共同参画推進センター運営委員会の人数や構成はどのようになりますか。
事務局　：委員数は今までどおりの８人で、知識経験を有する者、センターの利用者を代表する者、その他市長が必要と認める者で構成されます。
委員　　：市民活動団体から１人運営委員会に参加するとはどういうことですか。
　　　　　行政の方は事務局として運営委員会に参加しています。市民活動団体は、市から委託を受けて運営するものであり、その辺の関係性はどうなりますか。

事務局　：審議会の中には、担当課の管理者という立場で、部長や課長が構成委員として参加している場合もあります。センター運営委員会においても、市民活動団体から委員の立場で意見等を発言してもらいたいと考えています。
委員　　：実際に団体が講座やイベントを行っていくので、委員会で意見を取り入れる事ができると思います。
委員　　：初めてのことなので、運営しながら体制を整えていく形で良いのかなと思います。
委員　　：否定している訳ではありませんが、立場的に疑問に思ったので質問しました。事務局は市の方が対応するということですね。
事務局　：行政側が、責任を持って対応します。
委員　　：市民活動団体の方は、事務局側ではなく委員として参加するのであれば、事業の説明はどなたがされるのですか。
事務局　：運営委員の中に１人と、事業の説明などで事務局側に１人参加してもらう予定です。
（３）その他
委員　　：来年度、センターの運営が市民活動団体に変わりますが、まだセンターの知名度が低いので、もう少し浸透させてほしいと思います。１０月に開催予定のゆいフェスタで、来場者の方に目に付くような形でアピールをすると効果的だと思います。
委員　　：これだけの事業実績を見ると、すごく頑張っていると思います。今後は、ブログやフェイスブックなどに講座の情報を掲載してはどうかと思います。私もやっていますが、講座の様子を掲載すると反応が良いです。費用がかからない程度にできればよいかと思います。若い人も、スマートホンで見られるので、情報が得やすいと思います。

副会長　：若い人に発信していくと、次の世代を担う人たちにも繋がっていくのではないでしょうか。メイトム宗像の良いところは、学生や小さいお子さんがいることだと思います。若い世代を取り込むのはすごく良いことだと思うし、アピールできることだと思います。講座なども大切ですが、日常の繋がりも大切だと思います。いつでも来られる場所だと良いですね。
委員　　：居場所づくりですね。とても良いことだと思います。
委員　　：コミュニティで月に１度、「よれよれ喫茶」をしています。年配の人たちの居場所になっているようです。すごく楽しみにしてくれており、講座がない日も遊びに来てくれるようになりました。ホッとできる場所を求めているのかなと思います。
委員　　：人と話す事は大切ですね。

副会長　：他に何かありませんか。　事務局から何かありますか。

事務局　：３月末で皆さんの任期が満了となります。委員の皆さんには２年間センター運営委員会に携わっていただき、本当にありがとうございました。
以上をもちまして、運営委員会を終わります。ありがとうございました。
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